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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 綾町立綾小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒８８０－１３０３     

      宮崎県東諸県郡綾町南俣２８１１ 

  E-mail 1170ea@miyazaki-c.ed.jp 

  Website                       

  児童生徒数  男子２２６名 女子２２９名 合計４５５名 

        児童・生徒の年齢６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（福祉・ユネスコエコパーク） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

    本校では、地域にある「ひと」「もの」「こと」とのかかわりを通して、ふ

るさとに誇りをもつ児童を育成するため、環境教育・人権教育・福祉教育

において、生活科・総合的な学習の時間を中心に、地域の人とのかかわり、

自然とのふれあいを重視した体験活動を行っている。    

＜１年生＞                 ＜２年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年生＞                 ＜４年生＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ＜５年生＞                ＜６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校近くの公園で、季節の変化を

感じながら探索を行った。 

町探検で、季節ごとの自然の変化

や町の行事を調べた。 

 

 
地域の高齢者と箸作りを通して

交流した。 

ネイチャーゲームを行い、綾町の

自然を再認識した。 

地域のＪＡの方と連携し、米作り

を行った。 

綾町で働く人から働く意義や生

き方について話を聞いた。 
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第４学年 総合的な学習の時間「守ろう！ぼくらのふるさと綾」 

指導計画

発見！ふるさと綾の豊
かな自然

調べよう！
ふるさと綾の自然

守ろう！
ふるさと綾の自然

伝えよう！
ふるさと綾

綾の自然についての話
し合い

利き水大会

ネイチャーゲーム

これからの学習につい
ての話し合い、計画

水生生物調査
（サイクル４）

ビオトープでの個人の
課題探求
（サイクル１～３）

水質調査・
水質マップ作成
（サイクル５）

綾の自然についてまと
めた新聞・ポスターの
作成

綾の自然保護活動につ
いての確認

綾の自然を守るための
自分の取り組みの実践
（サイクル６）

これまでの学習の
まとめ

 

課題設定の段階では・・・

綾の自然についての話し合い

・これまでに学習したこと、自分が知っていることを振り返る。その際、情報を
整理しやすくするためマインドマップを活用する。

・知っていることを互いに伝え合うことで、知識を補い合うとともに、これから
の学習の土台となる情報についての共通理解を図る。

ネイチャーゲーム
・綾神社・ビオトープに行き、綾の自然について再確認する。

・水辺の生き物や山の土の様子について観察するよう視点を与え、これから
の学習への方向付けを図る。

自分の課題設定

・自分がまだ知らなかったこと、知っていたこととは違っていそうなこと、の中から特に
興味を持ったものを自分の課題として設定する。

マインドマップの活用

KJ法による意見交換

ピラミッドランキング

調査の段階では・・・

ビオトープでの
個人調べ（１回目）

グループでの報告会
意見交換

個人の計画の練り直し

ビオトープでの
個人調べ（２回目）

グループでの報告会
意見交換

個人の計画の練り直し

ビオトープでの
個人調べ（３回目）

グループでの報告会
意見交換

活動のまとめ

調査 → 報告 → 意見交換 → 計画の練り直し

のサイクルを通すことで、友達の意見を参考にしながら、段階
的に調査の内容を深めていけるようにする。

水生生物調査

水質調査
水質マップ作成

綾の自然保護の
ための自分なりの
取り組み
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個人調査での児童の変容
調査①

調査③調査②

友達からのアドバイス
・魚の名前は何ですか。
・魚はどうやって泳ぐんですか。 友達からのアドバイス

・魚は、ほかにどんなのがいるんですか。
・うろこの種類は、ほかにもあるんですか。

 

まとめの段階では・・・

これまでに調べたこと、分
かったことを新聞にまとめた。

こけはどのように生きて
いるのか、を調べました。

観察すると、こけは根が
生えていて、それで他のこ
けや地面と繋がっているこ
とが分かりました。

これからもこけのことを
知りたいと思いました。綾の人達は、綾の水はき

れいだと思っている人が多
いと思うけど、実際にはき
たない場所もありました。

透明なみずだからきれい
だ、という考えはちがうこと
がわかりました。 ぼくの地区には下水道がない

ことを知って、家で、化学合成洗
剤を使わずに、川の水をよごさ
ないように挑戦しました。

川でよく見る泡の正体は化学
合成洗剤です。これからも、石け
んで使った洗剤をつかうようにし
たいです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ビオトープでの調査】        【水生生物調査】 
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第６学年 総合的な学習の時間「綾小プロジェクト」 

指導計画
１ 「綾小プロジェクト」について知る。

２ 偉人について話し合う。
「だれそれ」「何をした人」
「なぜ知ってるの」

３ 伝記を読み、偉人の生き方につい
て学ぶ。

４ 綾町で働く人から、働く意義や生
き方について学ぶ。

課題１（偉人から）
「偉人の生き方から学ぼう」
① 伝記を読み、生き方を学ぶ。
・失敗や挫折・影響を受けた人や言葉
・社会貢献度・キャッチコピー
・生き方について考えたこと・名言

② 偉人の法則学習
③ 語り合う学習
④ 価値付けと振り返り

課題２（綾町の人から）
「綾町で働く人から、働く意義や生き方
を学ぼう」

① 身近な人で、貢献している人につい
て話し合う。

② ゲストから話を聞き、働く意義や生
き方を学ぶ。
・綾で働くきっかけ・働く意義
・失敗や挫折・影響を受けた人や言葉
・どのような生き方・キャッチコピー

③ 共通点や相違点について、語り合う。
④ 価値付けと振り返り

偉人とは、伝
記に出てくる
人だけではな
いなあ。

身近に、貢
献している
人っていない
かなぁ･･･。

 

指導計画
５ 綾町民としてできる取組や、提案につ
いて考える。

６ 生き方や働く意義について学んだ
ことやふるさとに貢献する提案から、
感謝の気持ちをもち、これからの自
分の生き方について、考えよう。

課題３（未来の担い手として）
「未来の担い手として考えよう」
① 5年生までの総合的な学習の時間や各
教科等と関連付け、よさや課題について
考える。

② 新聞などを活用し、情報を収集する。
③ 他の地域で行われている取組を参考に、
綾っ子議会で提案したい意見について、
語り合い、まとめる。

課題４（自己の生き方）
「感謝の気持ちをもち、自己の生き方に
ついて考えよう」

① 学習を振り返り、これから自分は
「どう生きたいのか」という課題につ
いて向き合う。

② これからの自分の生き方について、
語り合う。

③ これからの自分の生き方について、
まとめる。

④ 自分がこの世に生まれてきたことに
感謝し、感謝する相手や方法について
考える。

⑤ 卒業式で、「これからの自分の生き
方」や「感謝の気持ち」について、表
現する。

綾っ子議会で、表現し伝える。

 

国語科との関連

カレーライス
心情を捉え、感想をまとめる。
☆ 別な視点 （批判）

笑うから楽しい

筆者の意図を捉え、自分の考え
を発表する。
☆ 共感・納得（多面）

学級討論会をしよう

立場を明確にして主張し合い、
考えを広げる。
☆ 主張と理由（協力・伝達）

本は友達

本との関わりについて感じたこと
を伝え合う。
☆ 自分との関わり（伝達）

ようこそ私たちの町へ

町のよさを伝えるパンフレットを
作ろう。
☆ 相手、目的、効果的（参加）

未来がよりよくあるために

意見を聞き合って考えを深め、
意見文を書く。
☆ 考えの深化（多面・未来）

やまなし
自分の感じたことを朗読で表現
☆ 伝記（尊重）

「鳥獣戯画」を読む

筆者のものの見方を捉え、自分
の考えをまとめる。
☆ 見方・比較（批判・多面）

伝えられてきたもの
伝統文化を楽しもう。
☆ 伝統・人の姿（尊重）

自然に学ぶ暮らし

筆者の考えを捉え、自分の考え
と比べて書こう。
☆ 考えの広がり（多面・未来）

海の命

登場人物の関係を捉え、人物の
生き方について話合う。
☆ 生き方（批判・多面）

今 私は、ぼくは

話し方を工夫し、資料を提示して
スピーチをしよう。
☆ 生き方・学び（伝達・未来）



 6 

学びを生かす！

 

未来の担い手として

綾っ子議会で発表！
「未来の綾町のためにで、僕に

できること」
「綾町のためにできる３つの取組」
「宮崎県子ども議会の開催を」
「照葉樹林と綾町産野菜をもっと

身近に感じる取組について」
「持続可能な町づくりのために」
「綾町の若者像か作戦について」

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 

 


